
■実践報告について：感想・ご意見など 

・利用者さんの生の声が新鮮だった 

・リアルな利用者の気持ちが聞けたので良かった。 

・頑張って生活されている利用者の方の声が見れてとても良かったです。 

・生きる喜びが全体に現れていた。 

・児童通所で普段から支援させて頂いていますが、子ども達が将来どんな生活があるのかを今まで

も見させて頂いています。またひとつ未来像が増えて良かった。 

・仕事をする事で、目標ややりがい、生きがいにつながっている事があらためてわかりました。 

・利用者さんの楽しいと思っていること、やってみたい事をしっかり聞いてみようと思いました。 

 

■講義について：感想・ご意見・講師へのメッセージなど 

・「暮らしの改善から始める」基本としたいと感じました。 

・利用者さんを中心にすえ、周りの人と一緒になって暮らしやすさを考え、改善を図り、生きづら

さ軽減し、人として生きる喜びを共に創り出すことが大切だと学んだ。 

・改めていろいろなことを振り返る時間を持つことができました。職員全体で考えていく１つのき

っかけとなりました。 

・利用者を中心ではなく、事象を中心にした上で、周りの支援者の中に利用者を入れて対応を一緒

に考える、という考え方は確かに、と思った。 

・意思決定支援の大切さを改めて感じました。 

・様々なキーワードを持ち帰ることができます。とても良かったです。 

・「利用者さんの生活を良くする」ことが大切だと再認識しました。 

・時間が決められているからイライラする等、勉強になりました。 

・意思決定支援について、考えさせられました。つい Aと Bどちらかを決めさせなければと思って

いました。考え方をあらためていきたいと思います。職場の雰囲気づくり、意識していきたいと思

います。 

・車の運転と同様、「～だろう」ではなく「～かもしれない」視点、意識を常に持って虐待防止に

務める必要性を再認識しました。 

 

■グループワークについて感想・ご意見・講師へのメッセージなど 

・職員は利用者の権利擁護支援者であるということ。これは大切な考え方と思った。 

・様々な事業所、施設のお話が聞くことができて参考になりました。今後も新しい発見がしたいと

思いますので、このような機会があると嬉しいです。 

・実際に虐待が起こっており、それに対して対処し、改善しようと努力している施設がまだあるこ

とが分かった。 

・事業種別によって差がかなりあった事が学べた。 

・合理的配慮、意思決定の大切さを再認識できました。今関わらせて頂いている子ども達が自分で

決めてがんばることのできる大人になることができるよう楽しくすごしていきたいと思いました。 

・多くの意見を聞かせて頂き大変参考になり、今後の支援に役立てていきたいと思いました。スケ

ールのちがいにおどろきました。 

・考え方、対処方法など、答えのない問題に対する姿勢が参考になりました。 

・虐待が起こる可能性、未然に防ぐ対策、懸念点など様々な事業所の方々と意見交換ができ学びに

なりました。 


